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淮河を挟んで対峙する。中国では宋（960 ～ 1279）が中国の大部分を制圧した 979










1　1以下、基本的な史実については、Abraham Constantin Mouradgea d’Ohsson. Historie des Mongols, 























































　だが 1258 年 3 月、高麗の崔氏政権はモンゴルとの戦争の最中にクーデタで崩壊








年 7 月に馬の世話役として、主人に随行して対高麗戦に従軍したが、11 月に脱走し、
翌年正月に江華島で高麗高宗を拝した。そしてその 1 年後、王太子入朝直前の


































































8　『高麗史』巻 27、元宗世家、元宗 13 年 7 月甲子条・10 月己亥条。
9　『安南志略』巻 4、征討運餉。　

























































度宗本紀、咸淳 8年 11 月己巳条
（交阯伝にも関連条文）
1273 安南國、進方物。特賜金五百両・帛百疋。 度宗本紀、咸淳 9年 6月己丑条
1274 加安南國王陳日煚寧遠功臣、其子威晃奉
正功臣。





















　呉潜は 1256 ～ 59 年、慶元で南宋水軍を統括する沿海制置司の地位にあった人物


































































































　1270 ～ 80 年代、南宋はモンゴルに滅ぼされ、日本は抵抗を続け、大越はチャン
パとともにモンゴルの実効支配をはねのけた。クビライは最後まで日本・大越の服
属を諦めなかったが、1294 年に崩御すると、以後の後継者たちによってこの方針
は放棄される。この結末自体は周知のことだが、それ以前、東アジアに南北二大国
が対峙した時代において、高麗・大越など周辺諸国が必ずしも大国の言いなりにな
ることなく、自律的な外交活動を展開していたこと、南宋もこれを受け入れるとと
もに、日本を自陣営に取り込もうとしていたことは、注意に値する史実であろう。
19　1愛宕松男「李璮の叛乱とその政治的意義」『愛宕松男東洋史学論集』4、元朝史、三一書房、
1988 年。
20　黄寛重「経済利益与政治抉択」『南宋地方武力』東大図書公司、2002 年。
